
年 月 再編計画 施設検討委員会

２月 ☑　第１回 検討会の目的・計画確認

３月 ☑　第２回 学校視察研究（３校）

４月

５月 ☑　第３回 ３校の実態や課題の共有

６月

７月 ☑　第４回 先進事例研修

８月

９月

１０月 ☑　第５回 基本方針の検討①

１１月 ☑　第６回 基本方針の検討②

１２月

１月

２月 ☑　第７回 基本方針の検討③

３月

４月

５月 ☑　第８回 基本方針の検討④（本日）

６月

７月 □　第９回 基本方針の完成

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

第８回資料１

施設検討委員会

新設校の開校

地域住民への説明

設計・施工

福島市中央地区（福一小・福四小・清明小）の教育構想ロードマップ

令和６年

令和７年

中央地区教育構想検討会

（基本方針）

地域住民への説明

（基本方針）

再編計画の策定

開校準備委員会

　地域住民への再編や施設検

討に関する説明、意見収集を

丁寧に行いながら進めるた

め、年次は明記されておりま

せん



「立体目次」への位置付け→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③

1 　本市小学校教育の先導的なモデルとなる学校像を。 ○ ○ 〇

2 　子供たちの元気を地域に発信する学校。 ○ ○

3 　三校の特色を取り入れた学校を、さらにそれらを発展させてほしい。 ○ ○

4 ○ ○

5 　学校の機能を従来の子供の教育から外し、地域の教育を借りながら、もともと豊かな教育を行う。 ○ ○

6 ○ ○

7 　こんな機能が学校にあったらいいという柱立ての提案が求められる。 ○ ○

8 ○ ○ ○

9 　地域とスポーツという視点は、学校の機能を大胆に見直す上で大きなニーズを呼ぶ可能性がある。 ○ ○

10 ○ ○ ○ ○

11 　子供たちのスポーツ機会の確保、人との出会い、スポーツの幅の拡大が期待できる。生涯スポーツ。生涯学習。 ○ ○

12 　地域社会は多様な機能を持っており、例えば商店街が近い中央地区の学校では、地域との連携が重要、貴重。 ○ ○ ○ ○ ○

13 　中央地区の未来の学校が福島市全体の教育に伝えるものがある学校になることへの期待。 ○ ○ ○ ○ ○

14 ○ ○ ○ ○

15 　虫食い状態の街を、子供たちが面白い街にしようと考えることが期待される。 ○ ○ ○ ○

16 　地域の繋がりやコミュニケーションは、教育の中だけでは難しい面があり、経験を通して培われることが多い。 ○ ○ ○ ○ ○

17 　学校の先生が、地域にとって良い関係を築けるようサポートが必要。 ○ ○

18 　学校教育をコアとし、その周りを地域の力で補完するという考え方。 ○ ○ ○ ○

19 　民間の力を借りたり、施設を柔軟に考えることも重要。 ○ ○

20 　地域が子供を育て、その子供が地域づくりをするという循環を生むためには、皆が集まる心地よい空間が必要。 ○ ○ ○ ○ ○

21 　郷土愛や地域の絆は一朝一夕にはできないため、地域行事などを通して育むことが重要。 ○ ○ ○ ○ ○

22 　学校の枠を超えた地域の子どもたちの交流は貴重な機会。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 　地域の学校は、学校だけでなく、消防団や住民の集まりなど、多様な利用価値がある。 ○ ○ ○ ○

24 　中央地区は地価が高く子育て世帯が住みにくいため、公立小学校の魅力向上が重要。 ○

25 　地域の強みを前面に出すことで、質の高い教育につながる可能性がある。 ○ ○ ○

26 　附属小学校は地域性が薄いため、地域社会でどのように子供を育てていくかが重要。 ○ ○

27 　様々な企業や事業所、店舗、人材バンクの活用も考えられる。 ○ ○ ○

28 　地域の人に得意なことや経験を登録してもらい、子供たちの活動に関わってもらう。 ○ ○ ○ ○

29 　福島市全体の教育構想と中央地区との関連。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 　中学校では先輩を招いて話を聞くなどの事例がある。 ○ ○

31 　商業地区には潜在的な人材が多く、その力を借りる仕組みづくりが重要。 ○ ○ ○ ○

32 　小学校の中に、地域の人が気軽に使えるスペース（集会所のような場所）を作るのも良いのではないか。 ○ ○ ○ ○

33 　空いている業種の有効活用にもつながる可能性がある。 ○ ○

34 　地域には、積極的に関わる人とそうでない人がいるため、学校がうまく連携できる仕組みが必要。交流するチャンス。 ○ ○ ○ ○

35 　地域や学校の特色をメニュー化した学校があっても良いのではないか。 ○ ○ ○ ○

36 　地域の魅力を学校に取り入れる仕組みづくり。 ○ ○ ○ ○

37 　子育て世代の流入を促す機能を。教育で選ばれる街づくりを。 ○ ○

38 　不登校の要因、不登校の子供への手厚い対策、不登校を生まないための対策。 ○ ○ ○

39 　学びにくさを感じている子供への柔軟な教育課程、教育環境の整備。福島市にも不登校特例校を。 ○

40 　学校に様々な機能を併設することで、中心市街地の活性化が期待できる。 ○ ○

41 ○ ○

42 　多様性に対する考え方（違いを認めつつ、対話と協働を重視し、孤立を防ぐ）。 ○ ○ ○

43 　個人のペースを大切にした学びと学びの場。 「みんなと一緒」からの方向転換の必要性。その子らしさ、その子らしい学びを叶えてあげたい。 ○ ○ ○

44 　多様な学びを支える学校には、オンライン登校、オンライン学習も可に、出席扱いの規定。 ○ ○ ○

45 　夜間中学天神スクールの存在。年齢やルーツ等に制限されずに学びたい人が学べる学校を。 ○ ○

46 　不登校の子供たちの学びの保障、安心できる環境の重要性。 ○ ○

47 　幼稚園、保育園、こども園との連携、接続の重要性。 ○ ○ ○

48 　郷土愛、大人になっても福島に関わり続けようとする態度の育成が大切。 ○ ○ ○

49 　子供を評価する方法として、表面的な評価ではなく、学びの過程や成長を保護者に伝えることが重要。 ○ ○ ○ ○

50 　これまでよりも地域との交流をさらに広げて授業や行事を考える必要がある。 ○ ○

51 　子供の評価方法（通知表）について、学びの過程や良い点を具体的に伝えることの重要性。評価の多様性。 ○ ○ ○

52 　学習者中心の学びへの転換が必要ではないか。 ○ ○

53 ○ ○ ○

54 　教科書や評価も大切だが、体験的な学びの重要性。通知表がない学校もあると聞いたことがある。 ○ ○

55 　学びの主役は子供たち、学ぶ場所は地域、先生はナビゲーター。先生は子供の伴走者。 ○ ○ ○

56 　６年生の一斉インターンシップ活動、職場体験を実施している。新たなステージへ。 ○ ○ ○ ○ ○

57 　食育の重要性、給食にオーガニック食材を。健康教育の重要性。 ○ ○ ○

58 ○ ○ ○ ○

59 　様々なグループから、学校にどのような施設が合築されたら楽しくなるかという話が出た。 ○

60 　防災機能をしっかり備えた施設が必要。災害時に避難場所としての安心感があるとよいのではないか。 ○ ○ ○

61 　避難所対応が可能な施設を。屋外運動場には冷暖房完備、シャワー室等もあると非難所として安心。 ○ ○ ○

62 　給食室や家庭科室、音楽室等の特別教室を地域住民も利用できるようにする。 ○ ○

63 　地域住民が学びの場として学校を活用できるようにする。放課後や夜間の利活用も検討してもらえないか。 ○ ○ ○

64 　施設内のコミュニティースペースの利活用、学校と地域の活性化に役立つのではないか。 ○ ○ ○ ○

65 　小学校の図書館を一般市民や大学生も利用できるようにするアイデアもある。 ○ ○ ○

66 　民間の力を借りたり、施設を柔軟に考えたりすることも重要だ。 ○ ○

67 　多様な本があることで、小学生の学習機会が増え、地域住民の交流も生まれる可能性がある。 ○ ○

68 　心地よい空間であれば、さらに人が集まりやすい。

69 　専門家が訪れることで、子供たちが様々な分野に触れる機会ができる。 ○ ○

70 　地域に開かれた図書館の実現には多くの蔵書が必要。 ○

71 　学校を、子供たちが様々なものに触れ、考える場所にする。 ○ ○ ○

72 　非認知能力の育成や自己肯定感の重要性が叫ばれている。「自分はやればできる」「自分が好き」と思える態度の育成。 ○ ○ ○ ○ ○

73 　地域住民が学校や学校周辺の清掃などに関わることも考えられる。共助の考え方。 ○ ○ ○

74 　地域の家庭力を学校づくりに生かす視点も重要だ。 ○

75 　誰でも通園制度を利用できる場所を学校内に作るというアイデア（保育所の意見）。 ○

76 　0歳からの子供を預かる制度で、母親同士の交流も期待できる。 ○

77 　校庭は全天候型、人工芝がよいのではないか。運動や体力向上、外遊びの奨励が期待できる。 ○ ○

78 　川沿いの学校の安全性をどのように確保するか、ハザードマップに該当する地域の子供たちの安全性。 ○ ○

79 　工事期間の長期化や資材高騰の問題は喫緊の課題である。 ○

80 ○ ○

81 　子供が経験を通して培われる郷土愛、地域との連携で育つ他者へのおもいやりも大切にしたい。 ○ ○

82 　学校の先生が地域との良い関係を築くことの重要性。 ○

83 　人材バンクの設立により、地域の人材を子供たちの教育活動に活用するアイデア。 ○

84 　中学校では先輩を招いて話を聞くなどの取り組みがある。小学校でも積極的に取り入れてみてはどうか。 ○ ○

85 　商業地区には潜在的な人材が多く、その力を借りる仕組みづくり、活用方法を検討したい。 ○

86 　小学校の中に地域住民も利用できるスペース（集会所のような場所）を作るアイデア。 ○

87 　空き店舗などの有効活用にも繋がる可能性。 ○ ○

88 　町内会など地域活動への参加状況には偏りがある現状。 ○ ○ ○

89 　昔から住んでいる住民の知識や経験を学校運営に活かすこと。 ○ ○ ○

90 　地域や学校の特色を活かしたメニュー化された学校の必要性。 ○ ○

91 　地域の魅力を学校に取り入れる仕組みづくり。 ○ ○ ○

92 　学校と他施設との併設による活性化の可能性。 ○ ○

93 　秋祭り（例大祭）など地域行事における子供たちの交流の重要性。 ○ ○

94 　子供たちを応援していただく仕組みづくり（企業、団体、個人からの賛同）。 ○ ○

95 　教師を支える地域のサポーターを確保する。学校と地域をつなぐ人、窓口の確保。 ○ ○ ○

96 　子供だけでなく、親や大人も対話を求めている。 ○ ○

97 　誰でも通園制度を利用できる場所の必要性。 ○

98 　家庭の形の変化と子育て支援の必要性。 ○

99 　小中学校区全体での子供の見守り。 ○ ○ ○

100 　学区をどうするか。学区の適正。柔軟な学区。 ○ ○ ○ ○

Ｅ　その他

　大学と連携した学校、柔軟な学生ボランティアの受け入れ、フリースペース、小学生との交流、福島大学、福島医大、学院大、聖母短大等。

　地域の繋がりやコミュニケーションは教育の中だけでは育みにくい。学校と地域が一体となる取り組みや新しい考え方が必要ではないか。

第８回

資料２

福島市中央地区教育構想検討会　「意見整理一覧」

Ｃ　学校の施設について

４先導的な学び
（未来の学校像） ３市民の要望 ２学校教育への期待

１中央地区の
実態・課題

Ａ　学校の機能・学校像について

　意見整理一覧とは・・・
　これまでの各検討会の議事録やグループ協議、全体協議等の記録から得られた約１０００の意見を、
　生成AIを使用し関連ある意見をまとめ、分類して１００に整理したもの

Ｂ　教育内容・方法について

　行かせたいという気持ちと、来られないわけではないという状況を踏まえ、今の教育の中にどのような機能や役割を持たせるかが今後の学校づくりで重要。

「学校が子供に合わせる」「自分たちで作り上げる学びの場」「自分のペースで学ぶ」「教科の枠を超えた体験的な学び」「学年の垣根を超える」「地域全体が学校」。

　子供たちの声（活動を通して学べる、時間割がない、答えのないことを考えられる）。子供たちは学びたい気持ちを持っている。

４多様な学び
（未来の学校像）

４地域コミュ
（未来の学校像）

　教育のコアは教育専門家による先生の教育だが、心の教育、行動力を生かす教育、表現力を生かす教育は、子供たちが羽ばたくために必要。

　これからの教育で重要なこと（暗記・反復ではなく、課題設定、答えのない課題、学びのプロセス、学ぶ喜び、ワクワク好奇心）。

Ｄ　地域との連携・コミュニケーションについて

　学校が大変だから地域にスポーツを移行するのではなく、地域の人が教育や学校運営に参画する視点で生涯スポーツを盛り上げる。

　中心市街地であれば、子供たちは様々なものを見て経験し、興味を持ったことが将来の道につながる可能性がある。キャリア教育。



⑤  子どもと地域住民との交流、ふれあいをとおして共に学ぶ学校 

⑥  地域住民が、参画・運営する新しい学校 

 

福島市中央地区教育構想 基本方針案（立体目次） 

＜中央地区の教育・文化のランドマークとなる先導的な学校＞ 

 

① 急激な少子化・学級減による適正な学校規模の維持が課題  子育てと教育で選ばれるまちに 

② 築年数６０年を経過した校舎の老朽化   避難所としての安全性の確保・機能充実 

③ 中心市街地の空洞化・分断化の懸念   期待される地域コミュニティの再建 

 
① 学びの変革、学習者主体
の学びの実現 

 
② 不登校問題の深刻化、多
様な学びを支える教育環
境の整備 

 
③ 学校の機能拡充、社会教
育との連携 

 
④ 教員を目指す人材の育
成、教員のなり手不足の
解消 

 
⑤ 避難場所として安全な学
校、防災機能の拡充 

 

 
 
① 三校の特色や伝統の継
承、そして質の高い教
育のさらなる発展を 

 
② 中央地区の強みを活か
した魅力ある学校づく
りを 

 
③ 学校との関わりをもと
に市民が交流、参画、
運営できる学校を 

 
④ 災害に備え、防災・減災
の視点から安全な学校
を、避難場所としての
機能拡充を 

２ 学校教育への期待 ３ 市民の要望 

１ 中央地区の実態・課題 

 

 

 

 

 

③  学びにくさを抱えて
いる子どものニーズに
寄り添い、その子らし
い学びを尊重する学校 

 
④  一人一人の学びを支
えるための柔軟で多様
な教育課程による教育
活動を実現する特例校 

＜多様な学び＞を実現！ 
＜多様な学び＞とは・・・ 

 子ども個々の特性やペース、学

びたいことに寄り添った支援、教

育環境を整備した学校、校訓 

 

 

 

 

 

 
①  子どもが「主語」の授業
を基盤にした、学習者主
体の学校 
 

②  中央地区全体を学びの
フィールドにし、探究学
習、協働学習を核とした
カリキュラムを構成、実
践する学校 

 

 

 

＜先導的な学び＞を実現！ 
＜先導的な学び＞とは・・・ 

本市に留まらず、県内、全国の

小学校教育の先導的なモデルと

なる学びを実現する学校、校訓 

 

 

自分らしく ワクワク！ 
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福島市の児童数推移（出典：市学齢簿システム）

地域が学校を支え、学校が地域を活性化させるスクールコミュニティ！ 

半減 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島市中央地区 

小学校再編に向けた基本方針（案） 

令和７年７月 

福島市中央地区教育構想検討会 

１ 中央地区の実態・課題 
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はじめに 

 本検討会の設置目的は、福島第一小学校、福島第四小学校、清明小学校の３校再編に向けて、

どのような学校が期待されるのか、その学校像を示す基本方針を策定することである。これまで、

令和６年２月から、学校視察研究・協議を計８回重ね、３校の特色や地域で受け継がれてきた伝統

文化を、新しい学校に引き継ぐとともに、さらに質の高い教育に発展させたいという各委員から

の期待を集約し、検討してきた。その中で、学校再編を通して、 

・「多くの子どもたちが集まることで、これまで望んでも少人数のため実現が難しかった教育活

動が思い切ってできる。」 

・「多くの友達や教師、地域と関わることで、多様な人々とコミュニケーションが図られ、社会性

が育まれる。」等の未来に向けた前向きな方向性を共有してきた。 

本検討会としては、この中央地区において、子どもと保護者、地域が願うような教育・学校を形

にし、中央地区ならでは学びを実現させ、誰もが通いたい、通わせたいと思えるような魅力ある

学校にしたいと考えた。さらには、本市、本県の学校教育を先導するような教育・学校のモデルと

なるよう、基本方針を策定した。 

 

 １ 中央地区の実態・課題から                     

（１） 急激な少子化、学級減による適正な学校規模の維持 

    本市の児童・生徒数は、急激な減少傾向にあり、ピーク時より約５割減少し、その対応は喫
緊の課題である。福島第一小学校、福島第四小学校、清明小学校においても同様である。  

本市は、少子化社会を見据え、２０１８年から 10カ年計画として、福島市立小・中学校の適

正規模・適正配置に係る第一次実施計画を策定し、その中で、小学校においては、クラス替え

が可能となる各学年２学級以上、全校で１

２学級～１８学級を、適正規模の学級数と

定めている。しかし、本市の学校の現状を

踏まえ、当面は各学年 1学級を維持できる

規模を下限としている。なお、福島第四小

学校は、令和６年度から、複式学級が１学

級となっている。 

 

（２） 築年数６０年を経過した校舎老朽化の問題、防災上の課題 

    ３校の学校施設は公共施設の標準耐用年数である６0 年を経過しており、校舎及び体育

館の老朽化が進んでいる。子どもたちの安全・安心を確保する上で、早急な建替や大規模な

改修工事を要している。 

また、清明小学校は、福島市ハザードマップでは浸水・洪水エリアに位置しており、児童が

登下校時に使用している通学路に歩道がないこと、学校周辺の道路の道幅が狭い上、交通

量が多い現状があることから、学校の立地には登下校も含め児童・生徒の安全を最優先に

確保する必要がある。 

 

（３） 地域の空洞化、分断化の懸念  期待される地域コミュニティの再建 

    地域の活性化はどの地区においても課題である中、中央地区においては、大学等の高等
教育機関、県庁や市役所等の立法行政機関、金融機関や商店街、ＪＲ福島駅、豊富な人材と

素晴らしい地域文化等、中央地区ならでは強みがある。そのような地域が分断することなく、

学校との交流を通してさらに魅力ある地域に活性化、発展が望まれている。 
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 ２ 学校教育への期待                           

（１） 今、求められる「学びの変革」 

    現行の学習指導要領では、急速に学びの変革が求められている。これまでのような教師の

講義形式による一斉指導の授業から脱却し、子どもたちの「やってみたい」という学習意欲

や主体性を重視した学習者主体の学びへの質的改善が必要とされる。 

 

（２） 深刻化する不登校問題への対応、多様な学びを支える教育 
環境、教育課程の整備 

    不登校児童生徒の増加は、全国的な傾向だが、本市でも最重要課

題であり、対策が急務である。２（１）のような授業により、学ぶ意義

や楽しさを感じる授業の積み重ねが不登校問題の対策には重要で

あるが、学びにくさを感じている子どもへの教育環境、教育課程の

整備も併せて急務である。 

 

（３） 学校の機能拡充と社会教育等との連携 

    学校は子どもたちの学ぶ場であるとともに、地域の財産でもある。地方分権が拡大する中、

地域における地域住民と子どもとの交流や教育活動への参画、学校施設の活用は、現在直

面しているＪＲ福島駅東口の再開発やまちづくりの課題に対する貢献も期待される。 

 

（４） 教員を目指す人材の育成と教員不足解消 

    教員不足は深刻な課題である。中央地区は交通の利便性が高い。大学生や高校生、教員
を目指す若者が学校との関りやボランティア活動を通して、教員への憧れや教員を志望す

るきっかけとなる取組を意図的に展開できることが中央地区の魅力の一つである。 

 

（５） 避難場所として安全な学校、防災機能の拡充 

    気候変動を想定した防災対策は必須である。中央地区には、荒川や阿武隈川があり、ハザ

ードマップを基にした洪水対策に備えなければならない。避難所としての機能を確保し、安

全な学校施設の整備が求められる。 
 
 

 ３ 市民の要望                               

（１） ３校の特色や伝統を継承し、さらに質の高い教育を発展させてほしい！ 

    福島第一小学校、福島第四小学校、清明小学校の３校は、これまで長い歴史の中で多くの

人材を輩出し、本市学校教育に極めて多大な貢献をしてきた。今後、３校と３つの地域をさ

らに発展させるためにも、地域と学校との連携強化を期待したい。子どもたちの元気を地

域に発信したり、中心市街地の課題への取組を子どもたちの豊かな発想で活性化したりす

ることも考えられる。 
 

（２） 中央地区の強みを活かした魅力ある学校を！ 

    大学や県庁、各種公共機関や金融、商業施設等の恵まれた環境と学校との連携により、社

会活動体験を取り入れた充実した学習が展開できる。専門分野の人材活用や子どもが中央

地区に学びに出かけるなど、創意工夫により学びの可能性は無限大である。 
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（３） 学校との関わりをもとに地域住民が教育活動に参画、積極的な交流を！ 

学校は子どもたちの学ぶ場であるのと同時に、地域住民に開かれた学びの場でありたい。

地域スポーツクラブが体育館を活用するように、学校図書館や音楽

室、家庭科室等の特別教室を地域住民が利用できる仕組みづくりも

考えられる。また、地域住民の学習ボランティア参加・運営によって

地域との連携がより深まることも考えられる。 
 

（４） 防災面から安全な学校を、避難場所としての機能確保を！ 
    清明小学校は洪水浸水エリアにあるため、安全対策が急務である。

また、これからの学校は、避難所としての機能を確保し、安心して避
難できる施設であることが求められる。 

 

 ４ 中央地区にふさわしい未来の学校像（３つの提言）           

（１）  「先導的な学びを実現する学校」を提言します！ 
子どもが「主語」の授業を展開することで、子ども自らが学ぶ力を育成する学校を実現さ

せるべきである。 
    また、中央地区全体を学びのフィールドにした探究学習や協働学習を中心にしたカリキュ

ラムの実践によって、本市、本県を代表するような先導的な学校を実現していきたい。 

 

（２） 「多様な学びを実現する学校」を提言します！ 
    学びにくさを抱えている子どものニーズに寄り添い、その子らしい学びを尊重する学校を

実現させる必要がある。また、子ども一人一人の学びを支えるためには、柔軟で多様な教育
課程による教育活動が必要である。市内全域から受け入れるフリー学区の不登校特例校が
本市に求められている。 

 

（３） 「地域が学校を支え、学校が地域を活性化させるスクール・コミュニティを提言

します！ 
    これからの新しい学校は、社会教育や生涯学習の観点が不可欠である。地域住民と子ども

が互いに交流し合うとともに、地域住民が一部の教育活動の企画運営に参画することで、
「地域で子どもを育てる、子どもに学ぶ地域」の実現が求められている。 

    また、学校図書館や音楽室、家庭科室等の特別教室は、授業での活用が最優先だが、地域
住民が活用できる制度を構築することで施設の有効利用や、子どもと地域住民とのふれあ
いの深まりが期待される。 

 
以上の 3 点をまとめると、本検討会では、中央地区にふさわしい未来の学校として、以下のよ

うな学校の実現を提案する。 

 

 

 
おわりに 
 福島市中央地区には、地域社会と学校が、一体となって創り、磨き、蓄えてきた教育の形がある。 
本検討会の目的は、それらを土台とし「学校の再編」を通して新しい時代の教育構想を提案す

ることにあった。８回に及ぶ会では、１００項目以上にわたる論点を通して、中央地区小学校の教
育をデザインする議論を重ねてきた。その検討は教育財産の一つといえよう。 
 提案の中で使われている「ランドマーク」という言葉は、地域の目印という役割以上に中央地区
の地域教育・文化のシンボルとしての意味をもっている。 
 いつも進取と実践力をもった教育と文化を発信し、未来を拓く力を考え続けていってほしい。 

中央地区の教育・文化のランドマークとなる先導的な学校 


